





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































をあげ、「此文に出でたる宝亀六年の格文は、一方より見るときは古記の連続と解し得べく、而も他方より見るときは、古記の文に関係なく集解編集者の加筆に出づるも と解し得べし。」換言すればそれぞれの確率五十パーセントであるから、いずれかに他の有力な新事実が加わらなければ、なんら証明の効力を有しない、仮に数十歩を譲って、この格文を古記の文なりとするも、天平九年ハ七三七）以降宝亀六 （七七五〉に至るまで 聞に出た天平十一年、同 九年および二種の天平宝字三年（七五九）格は、古記についで編纂せられた令釈には引用されて るの 、古記 はこれらの格文が一つも見え 突然宝亀六年の格文 みが単独 現われた
は
、怪しむべき現象といわなければならなレ、
と。とすると、今 問題にしている天平十五 の格文 、中田博士お びそれをうけられた滝川博士によ
っ
て（ア）看




























































































































大 倭 国 々 分 金 光 明 寺 （ 東 大 寺 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 四 千 町元 興 寺 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 二 千 町大安寺、薬師寺、興福寺、大倭国法華寺、諸国分金光明寺－－
ji
－ － ： ： ・ ： ： ： ： 各 一 千 町
弘福寺、法隆 、四天王寺、崇福寺、新薬師寺、筑紫観世音 ：
ji
－ － ： ： ： 各 五 百 町
諸国法華寺・
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ ・ ・ ・ 各 四 百 町




町、国分尼寺 は四十町を加えよとある。そうして、天平勝宝元年間五月二十日には、大安、薬師、元興興福、東大、法隆、弘福、四天王 崇福、香山薬師、建興、法花の各寺に施、綿、布、稲とともに墾田一百町を寄せている。これは聖武上皇（事実上はまだ天皇在位中）の一身上の所願成就 万病消除、寿命延長と天下太平、兆民快楽のためであ
η
た
と続日本紀にあるが、それはこの年四月に東大寺の落慶を祝って行われた諸寺への捨施の一連の行為であり、右の同年七月十三日の諸寺の墾 の制限を設けたというのもまた同じで る。それ故それが諸 墾田の抑制であるとか、または既にそれ以 の地を有していたものを縮小せしめるも であるとかいりたことであるべきはずがないのである。
????、???????????（???）??????????﹈????、??????、??、?????
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四
八
（お）弘仁十年十一月
五
日および天
長
四年九月二十六日の太政官符（類緊三代格巻十六）によれば京中に閑地が少なくない
h f q
空閑地を総計し、まずそ
の
本主に命じて耕種させ、命を奉ぜず一年間放置せば、出願者に賜い、その人二年間に関かざい一ば改
め
て他の出願
者に与え
、
つ
い に
開熟せ
し
め
た人を以てか
の地
主となさんとの趣が見えている
。
これは天元五年（九八二）にも
のされた慶滋保胤の池亭記
広冊
子に見でもなお同様で
あ 円
た
。
しかし、これは京中の空開地は一つ一つは文字通り苗額大
のものに過ぎなか
っ
たと思われるし、池亭記によ
っ
て知られるように水害を蒙りやすい欠点もあ
っ
たらしく、せいぜい引園程
度のも にしかならなか
円
たところが多か
っ
たらしい。従
っ
て未開地の入手困難ということとは別に抵触しないと思う。
（勾）類緊三代格、巻十六所収、太政官符（お）類豪
国史巻百五
十九、勅旨田条参照
（初）類緊三代格、巻
五
所収、太政官符
（訂）類緊三代格
巻
十五、易田弁公
営
団
事
、弘仁十四年二月二十一日付、太政官譜
奏
、
i
園制の構造に就いて」『日本荘園の研究』（『歴史学研究』七ノ五、特集号）
（ 部
）小
野武天
『日本庄園制史
論 』
九九頁
（ぬ）類家三代格、巻八、農桑事（刊）井上光貞「庚午年籍と対民族策」『日本古代史の諸問題』二七七頁（叫）群書類従、巻四七回、続群書類従完成会本、雑部（二七）、一一 頁
赤松俊秀「公営団を通じて見たる初期荘
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